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水環境を支える水圏浄化システム 清らかでおいしい水を目指した閉鎖性水域の浄化装置,プランクトンの画像計測,予測シミュレーショ

ン,そして広域できめ細かい計測と監視などのシステムは,水質保全に貢献する｡

われわれの社会は経済活動の拡大に伴い,良質な

水をより多量に必要とし,また,より多量の排水を

水質源の小に廃棄し続けてきた｡

その結果,抑lトや湖沼の水質が悪化し,これらを

水源とする水道水に悪影響を与え始めている｡

わが国では,沖〃llの源流から海に至る流域のあら

ゆる部分でさまざまな用途に水を使用している｡

したがって,水源の水質を保全するためには,流域全

体を見据えた適切な対策を立てることが必要である｡

日立製作所は,このような観点から水質保全を支

援する機器や,監視およびシミュレーション技術,

そしてそれらを統合した水圏浄化システムを開発し

ている｡
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n はじめに

人間社会は水に支えられて発墟することにより,水へ

の依存度をますます強めてきた｡例えば,昭和56年当時,

-一人-･一U当たりの生捕用水使何畳は2851であったが,平

成2年度にはそれが3351に増加している1)｡

このことは排水呆の増大をも意味し,その流人によっ

て州1Ⅰや湖i‾Rの水質悪化を引き起こしている｡各方血で

の努ノJにもかかわらず,特に都巾部の中･小河川や湖沼,

ダムなどのl判鎖性水城では,依然として水質想化が人き

な問題となっている｡さらに,姑近20年間で水道水源に

rlめる湖汀て,ダムの苫り合が,20%から二i5%に増加するな

ど2),水供給の安定化のために河川から湖沼,ダムへと小

指ミの転枚が進められてきたことが,これら水圏の水質何

題をより影響の大きいものにしている｡

水質問題を解決するには,卜水道などを整備して未処

理排水をなくしていくとti了川寺に,汚濁が進んだ河川や湖

i円では,浄化システムの導人によって小国口身の自然浄

化力を強化する,いわゆる拍二接浄化が不可欠となる｡

ここでは,什‾た製作仰およびl川ニグループ待社で糊発

している挿イヒシステムの【い核となる浄化装置,シミュレ

ーション技術および監視技術について述べる｡

日 浄化装置

R_‾ltグループは,これまでさまざまな浄化装置を開発

してきている3)｡どのような浄化装‾苫を円いるかは,対象
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図l噴水船システム 水質保全と景観向上に役立っている｡

となる水圏の特性やili濁の度合い,さらに前出や水圏管

碑石の社会的･経済的な判断によって決定される｡例え

ば多くの地域では,水質保全対策と周辺の親水空間とし

ての整備の‾卜Ij方をH的とした装置道立が行われる｡

図】にホす噴7Jく船は,_卜記のようなH的で湖i7jやダム

向けに開発したものである｡水質保全の観点からは,(1)

探屑部の低温水をくみ_卜げて水‾l附こ散胡iすることによ

り,水面の温度を低下させ,かつ散布による表何での水

しぶきが｢1光を遮断するために,アオコが増殖しにくい

罵言キ如こなる,(2)くみ⊥二げ時の加圧がアオコ自体の増殖能

ノJを低‾卜させる,以上の二つの押出によって,アオコの

異常繁殖とそれに起l大lする水道水の男臭昧を防止する効
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図2 河川浄化オキシデーションデイツチ法システムの構成 設置面積3′400m2の設備で処王里能力2′000m3/d,放流BOD15

mg/lが可能である｡
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米がある｡ 1･00

この噴水船は,7K探約10mの水をくみ卜げて巾二径50nl

の範脚に一柳寺200mlllの降雨量にft卜tlする散ノJ絹巨ノJを持

つている｡さらに,水辺空間整備の観.七から30mのi缶さ

まで噴7kを打ち上げる噴射ノズルと,夜間ライトアップ
(/)

朋脚月を装備し,湖沼やダムに新たな景観を提供する｡ 盲

沖〃ll,特に都巾のq】･小i叫tIでは周辺の人口密度が1さJi

いため,排水などの流入汚濁負荷が大きく,汚濁による

影響が深刻な場合が多い｡そのような抑Ilは水貰が小さ

いので,水処理装置的な浄化装置で対応できる｡中･小

河ノIlの神化用に閲ヲ芭したオキシデーションデイツチ法の

浄化システムの構成を図2にホす｡1ロリiたり2,000n13

の水を,水宮′壬汚濁の指標であるBOD(生物化学的酸素

安求量)で90ppmから15ppllTにまで浄化することがで

きる｡

この装置の導人により,都‾l-iJのrい･小抑Il‾卜流にある

_うミ幹の抑Ilや抑7ほどの水質号が保全さメLるだけでなく,
中･小抑Ilそれ自身が潤いのある水辺空刷としでIlif卜す

ることになる｡

田 シミュレーション技術

導入する浄化装置の規模や配置を決定するには,シミ

ュレーションによる検討がイく可欠である｡ここでは,そ

の実施例として貯水池にアオコ対策用プロペラ型水流発
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図3 貯水池内の涜速分布 水流発生機によって誘起される

水洗の速度分布を,有限要素法によってシミュレートした()
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図4 水流発生機からの距離と流速の関係 現地実測値と

計算値の比較結果を示す｡

生装置を設置したケースについて述べる｡

貯水池は周囲約1.5km,最大水深1nmで,牧水を行わ

ない時期にマット状のアオコ層が水繭に形成されてい

た｡水流発牛機は水面に流れをつくることでアオコの発

/仁を抑制させるものであり,有限要素はによる粘性流シ

ミュレーションにより,アオコの抑制に有効な水流が確

保される範岡を検討した｡

水流発牛機を5台設置した場イナのシミュレーション轟.1f

呆を図3に示す｡これは流速を色別表′大したものであり,

水流発生機の運転によって広範脚にわたって水流が確保

されることがわかる｡ノJく流発/主機による流速が抑離によ

って変化する様了一について,現地での実測値とシミュレ

ーションとを比較した結果を図4に示す｡モ妃地での測道

精度を考慮すると,両者はよく一致していると言える｡

今後,シミュレーションによる予測精度の向_卜と相ま

って,その重要性はますます増人すると予想される｡

巴 プランクトンによる水質監視

湖i‾ぎ弓やダムの汚濁では,植物プランクトンであるアオ

コの巽常繁析が問題になることが多い｡植物プランクト

ンは汚濁の進行に伴って,ケイ藻類から紛藁類そしてラ

ン藻類へと優先種が遷移する｡したがって,プランクト

ンのモニタは,水質の汚濁状態が抑制すべき対象で直接

把掘できるという,優れた水質監視苅去であると言える｡

この.･烹に着[1して,これまでに水中のプランクトンを

撮影し,由像処理で形状の特徴を袖山してその梓類を識

別する技術を開発した4)｡その一例を図5に示す｡
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図5 プランクトンの画像処理 プランクトンを画像処‡里し

形状,特徴から種類を区別できる｡

水中にはプランクトンのほか,さまざまな形状のごみ

や土砂の粒子が混じっており,そのためにプランクトン

の認識精度が低下してしまうことがある｡これらの混入

物とプランクトンを分別するための有効な手法の一つ

は,紫外線によって植物プランクトンに含まれるタロロ`

フィルaが,蛍光を発することを利用する方法である｡

植物プランクトンに紫外線を照射した例を図6に示

す｡同図から,活性度の高いプランクトンが紫外線を照

射することで発光し,それによってプランクトンの識別

精度を向上させる可能性があることがわかる｡

B おわりに

水圏浄化技術は,高度な複合技術である｡そこには課

題もまだ多く,日立製作所および目立グループ各社はそ

の解決のための研究開発を推進している｡

例えば,ここで述べたプランクトンによる水質監視技
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図6 蛍光顕微鏡によるプランクトンの観察例 蛍光を利

用することにより,植物プランクトンだけを画像処理できる｡

術に関して,財凹法人ダム水源地環境整備センターとの

共同開発により,システム化を進めている｡

このような開発を行っていくことによって水圏浄化シ

ステムをより高度で信頼性の高いものとし,豊かで清ら

かな水環境の回復に寄与したいと考えている｡
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